
　

2
0
1
9
年
4
月
、J
I
C
A

は
農
業
・
農
村
開
発
分
野
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
よ
り

加
速
す
る
た
め
に
、
産
官
学
の

情
報
共
有
・
協
働
体
制
を
構
築

す
る
「
J
I
C
A
食
と
農
の
協

働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
J
i
P
F
A
）」
を
設
立
し
た
。

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）の
達
成
に
は
、各

国
政
府
や
民
間
企
業
、
N
G
O
、

学
術
機
関
な
ど
の
連
携
が
必
須

だ
。
J
i
P
F
A
設
立
で
、途

上
国
で
の
フ
ー
ド
バ
リ
ュー
チ
ェ
ー

ン
の
強
化
や
市
場
志
向
型
農
業

の
推
進
、
稲
作
振
興
、
栄
養
改

善
な
ど
従
来
の
取
り
組
み
の
さ

ら
な
る
拡
充
に
期
待
が
か
か
る
。

 

J
i
P
F
A
で
は
原
則
年
1
回
、

農
林
水
産
の
関
係
省
庁
、大
学
・

研
究
機
関
、民
間
企
業
、N
G
O

や
市
民
団
体
な
ど
が一
堂
に
会
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
。さ

ら
に
、定
期
的
な
メ
ー
ル
配
信
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
情
報
や
経
験

を
共
有
し
な
が
ら
、
会
員
の
間

で
具
体
的
な
「
連
携
事
業
」
や

「
共
同
活
動
」
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
、特
定
の
地
域
、分
野
、作
物

な
ど
に
焦
点
を
当
て
た
分
科
会

を
設
置
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
が
途
上
国
の
農
業
に
関
す
る

最
新
情
報
や
経
験
を
共
用
で
き

る
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

「JICA食と農の協働プラットフォーム」発足
産官学一体でSDGs ゴール達成を目指す

＊趣旨に賛同いただける方は、どなたでも参加できます。会員登録の詳細はJICAウェブサイトまで。
　https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/jipfa/

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html
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│6月 3日│  ソロモンで再生可能エネルギーの本格導入に向けたプロジェクト始動
 開発調査型技術協力「再生可能エネルギーロードマップ策定プロジェクト」がスタート。
 輸入ディーゼル依存からの脱却をめざし、2030年までに策定を目指す。

│5月30日│  バングラデシュ向け円借款貸付契約の調印。基幹インフラ整備に投資
 港湾や都市交通、民間投資など4事業に1,326億5,900万円を限度とする円借款貸付契約。

│5月24日│  秋田大学と資源分野の連携協定を締結。人材育成の能力強化
 秋田大学と締結していた連携協定をさらに5年間更新。途上国の資源開発に、日本の鉱山開発の知見を生かす。

JICA HEADLINE NEWS

先行して取り組むミャンマーニュース深掘り！
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、農
業
・
農
村
開
発
分
野
に

関
わ
る
国
内
の
産
官
学
の
関
係
者
で
情
報
を
共

有
し
、議
論
を
行
う
取
り
組
み
が
J
i
P
F
A

発
足
以
前
の
２
０
１
７
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
が
担
当
し
て
い
た
マ
ン
ダ
レ
ー
州
や
マ
グ
ウ
ェ
イ

地
域
で
の「
中
央
乾
燥
地
に
お
け
る
節
水
農
業

技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
活
動
も
そ
の
場
で

報
告
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ミ
ャ
ンマ
ー
有
数
の
観
光

地
で
あ
る
バ
ガ
ン
で
、農
家
が
販
路
を
開
拓
す

る
た
め
の「
農
産
物
ビ
ジ
ネ
スマッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
同
エ
リ
ア
初
の
フ
ー
ド
バ

リ
ュー
チ
ェー
ン
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。参

加
し
た
50
人
あ
ま
り
の
農
家
の
方
々
は
、ホ
テ
ル

オ
ー
ナ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
か
ら
注
文
が
入

る
こ
と
を
経
験
し
、自
分
た
ち
の
野
菜
に
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
を
実
感
。「
有
機
野
菜
の
生
産
に
も

取
り
組
み
た
い
」と
意
欲
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
よ
う
に
、各
国
で
取
り
組

ま
れ
てい
る
多
様
な
事
業
の
情
報
を
世
界
中
の
食

と
農
の
関
係
者
で
共
有
し
、議
論
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
J
i
P
F
A
で
す
。４
月
25
日

に
開
か
れ
た
J
i
P
F
A
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
１
３
０
近
い
団
体
と
企
業
が
集
ま
り
、関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。各
事
業
の
効
果

を
よ
り
高
め
る
た
め
に
も
、J
I
C
A
は
参
加
し

て
い
る
み
な
さ
ま
同
士
が
、さ
ら
に
連
携
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

大学で農業経済学を
専攻。OECD貿易農業
局でのインターンを経て
2017年入構。農村開
発部で、おもに東ティ
モール、ミャンマーの農
業案件を担当。「JiPFA
ではパートナーのみなさ
まの知見や技術を結集
して、途上国の課題解
決に取り組みます！」。

農村開発部

瀬川俊治 
せがわ・しゅんじ

東京で開催されたJiPFA設立記念フォーラム。
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